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例

’一一一百

Ｌ本書は、団体営中川原地区土地改良総合整備事業に伴い事前調査された大胡

区遺跡群のうち、大胡町大字茂木字小林・山神・大畑に所在する遺跡の発掘調

町に所在する中川原地

査報告書である。

２．遺跡の名称は、小字名より、それぞれ小林・山神・大畑遺跡と呼称した。

なお、ここで小林遺跡と呼称する遺跡は、故相沢忠洋氏が発掘調査し先土器時代の尖頭器を出土し

た三ツ屋遺跡と同一遺跡である。

３．調査は、大胡町教育委員会が実施したものである。

４．団体営中川原地区土地改良総合整備事業に伴う発掘調査は平成元年度から平成２年度の２ヵ年にわ

たり実施した。その事業年度配分は平成元年度に大胡町大字茂木字上ノ山に所在する上ノ山遺跡の調

査。平成２年度に大胡町大字茂木字小林・山神・大畑に所在する小林・山神・大畑遺跡の調査。そし

て、平成３年度にそれらの整理事業及び本書の作成を行なった。

５．調査組織は、次のとおりである。

教育長鵜飼恭司（平成２年８月退任）

劔持平三郎（平成２年９月着任）

事務局長疋田好男

局長補佐兼社会教育係長小堀貞雄（平成２年４月転出）

社会教育係長松村志津子（平成２年４月着任～平成３年６月転出）

局長補佐兼社会教育係長角間宏（平成３年６月着任）

主査山下歳信

主事藤坂和延

６．本書の作成は、以下のとおりである。

編集藤坂和延

本文執筆藤坂和延萩谷千明（第Ⅳ章１．先土器時代、遺物解説）

レイアウト藤坂和延

挿図作成藤坂和延大沢あさ江和田マツエ

遺構写真藤坂和延山下歳信

遺物写真角田英夫

空中写真技研測量設計株式会社

遺物実測藤坂和延萩谷千明大沢あさ江高橋充子三上照子和田マツエ

墨図採拓大沢あさ江高橋充子三上照子和田マツエ

６．石器石材の同定は、飯島静男氏（群馬県地質研究会員）にお願いした。

７．先土器時代の遺物の実測・トレース及び執筆は萩谷千明氏（明治大学院生）にお願いした。

８．発掘調査によって出土した遺物は、大胡町教育委員会文化財事務所に付設する収蔵棟で管理・収蔵
されている。

9．発掘調査の実施および本書を作成するについて、下記の機関・諸氏に御指導．ご協力を賜った。記
して感謝の意を表したい。（敬称略）



群馬県教育委員会文化財保護課群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県埋蔵文化財調査センター埼玉県埋蔵文化財調査事業団

群馬県前橋土地改良事務所大胡町土地改良課

石井克巳岩崎泰一大塚昌彦小島純一

谷藤保彦長谷川福治羽鳥政彦細野高伯

増田修

10．発掘調査作業員及び整理作業員は次のとおりである。（敬称略）

杉山

前原

宏
豊

秀

石井よれ

大原きみ子

小沢チヅエ

須賀サイ

谷藤あや女

萩原あや子

松村トミ

井上克巳

大原とく

神尾茂

菅田ツル

登坂うた子

萩原秀子

三上照子

六本木竹明

石井春江

大沢房治

小野里哲子

北爪美代子

滝本房子

林みき

前原なつ

横沢元江

阿久沢福造

井野ちう子

奥野富子

神沢方子

関谷清治

角田英夫

萩原やす

山下雅江

和田マツエ

荒井愛子

大沢あさ江

女屋千恵子

鹿沼かほる

高橋充子

勅使川原幸枝

前原アヤ子

横沢和代 亮吉沢



例凡

Ｌ本書報告の遺構番号については、発掘調査時のものを使用した。したがって、本書記載にあたり、

欠番がある。

2．本書挿図の縮尺については各図版にスケールを付しているが、基本的には以下のとおりである。

遺構

縄文時代住居吐平・断面図１/６０

縄文時代住居杜遺物分布図１/６０

縄文時代住居杜炉平・断面図１/３０

古墳～歴史時代住居祉平・断面図１/６０

古墳～歴史時代住居杜遺物分布図１/６０

古墳～歴史時代住居社竈平・断面図１/３０

堀f7E柱建物平・断面図１/６０

土坑平．断面図１/３０

集石平・断面図’/３０

遺物

土器１／３，１／６

土器展開図１／４

石器２／３，１／３，１／４，１／６

３．挿図中のスクリーントーンは次のことを示している。

焼土分布粗いドット

粘土範囲細かいドット

4．遺物分布図中の遺物に付した番号は実測図番号．遺物観察表番号と￣致する。

５．遺物観察表における記載内容は次のとおりである。

挿図番号挿図番号一遺物番号

図版番号巻末の写真図版番号

整理用番号遺物整理のために付した個体別番号。したがって、報告書Ｉ整理用番号遺物整理のために付した個体別番号。したがって、報告書に掲載できなかった遺

物等の欠番がある。

取り上げ番号遺物取り上げの際に付した番号。また、番号を付さずに取り上げた覆土中出土の

遺物は覆土とした。

器種土器の種類及び器形をこの項目に記載した。

遺存状態遺物の残存程度を記載した。

法量単位はすべてc､及びｇ（－部kg）である。復元値･推定値には、（）を付した。

また、現存値にはく〉を付した。省略記号については、次のように使用した。

口口縁部径頸頚部最小径胴胴部最大径

底底部径孔甑などの穿孔部内径高器高

径土製円盤などの直径厚器厚重重量



胎土原則として土器断面での観察による。

焼成焼成については、良好・良・不良の３種に分別し、焼成の特徴としての酸化焔・

還元焔の区別も記載した。また、還元焔焼成の須恵器については、硬質。軟質の

区別も記載した。

色調土器表面の色調。

器形・成形・整形。文様の特徴・備考

上記の順序で記載した。

6．第１図は、建設省国土地理院発行の５万分の１地形図「前橋」を加筆し、使用した。

。
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山神1号遺物集中箇所（東方部)、山神１号遺物集中箇所（西方部）

山神１号遺物集中箇所遺物出土状態、山神２号遺物集中箇所

大畑１号遺物集中箇所、大畑１号遺物集石箇所遺物出土状況

大畑３号遺物集中箇所、大畑４号遺物集中箇所

小林１号住居杜（西から)、小林１号住居社遺物出土状態、小林１号住居社･竈、小林１号住居社（南

から）

小林２号住居社、小林２号住居杜遺物出土状態

小林３号住居杜、小林３号住居杜・竈、小林３号住居社遺物出土状態、小林３号住居杜.掘り方

小林４号住居社、小林４号住居社・竈、小林４号住居社遺物出土状態

小林５号住居社、小林５号住居杜・竈、小林５号住居遺物出土状態

小林６号住居社、小林６号住居杜・貯蔵穴、小林７号住居杜遺物出土状態

小林７号住居社、小林９号住居杜、小林12号住居社

小林13号住居社、小林13号住居杜遺物出土状態、小林13号住居社・竈
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小林17号住居杜、小林17号住居杜遺物出土状態、作業風景

小林18号住居社、小林18号住居杜遺物出土状態、作業風景

小林19号住居杜、小林19号住居杜遺物出土状態、小林19号住居杜・竈、作業風景

山神１号住居杜、山神２号住居杜

山上３号住居杜、山上３号住居杜遺物出土状態

山神４．５号住居社、山神４号住居社遺物出土状態

山神９号住居杜、山神９号住居杜遺物出土状態、山神９号住居杜・竈、山神10号住居社

山神11号住居社、山神12号住居社

山神13号住居社、山神13号住居牡遺物出土状態

山神14号住居杜、山神14号住居杜遺物出土状態、山神14号住居社・竈

山神15号住居社、山神16号住居杜、山神16号住居杜。竈、山神16号住居杜遺物出土状態

山神17号住居社、山神17号住居社遺物出土状態、山神17号住居社・竈

山神18号住居社、山神19号住居杜

山神20号住居社、山神21号住居社

小林１号掘立柱遺構、小林道状遺構

小林道状遺構

小林３号溝、小林５号溝、小林６号溝、小林７号溝

小林８号溝（西から)、小林８号溝（東から)、山神溝

小林１号土坑、小林１号土坑土層状況断面、小林30号土坑

小林８号住居社出土遺物
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小林８号住居杜出土遺物
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小林15号住居社出土遺物、小林６号住居吐出土遺物

小林11号住居社出土遺物

小林11号住居吐出士遺物

小林14号住居吐出土遺物

小林14号住居社出土遺物

山神７号住居吐出土遺物

山神７号住居吐出土遺物、小林４号土坑出土遺物、小林５号土坑出土遺物

小林６号土坑出土遺物、小林７号土坑出土遺物、小林９号土坑出土遺物

小林10号土坑出土遺物、小林11号土坑出土遺物

小林14号土坑出土遺物、小林19号土坑出土遺物

小林20号土坑出土遺物、小林21号土坑出土遺物

小林21号土坑出土遺物、小林24号土坑出土遺物

小林25号土坑出土遺物、小林27号土坑出土遺物、小林32号土坑出土遺物

小林37号土坑出土遺物、小林38号土坑出土遺物、山神１号土坑出土遺物、山神２号土坑Ｉ
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１調査に至る経緯

Ｉ発掘調査に至る経過と調査の経緯

1．調査に至る経緯

本書で報告する小林遺跡・山神遺跡・大畑遺跡は、群馬県勢多郡大胡町の南部、大字茂木地内に所在

し、「団体営中川原地区土地改良総合整備事業」の実施に伴って事前発掘調査されたものである。

「団体営中川原地区土地改良総合整備事業」は、大胡町の南部、大字茂木地内の字中川原・上ノ山。

宮ノ前・小林。山神。八反田。山ノ前（本郷）・前川原・大畑を事業対象地とし、昭和56年に事業の採択

となり、数年の休止期間を措き、昭和59年から工事着工となった。

当該地区には、昭和32年に群馬大学史学研究室によって発掘調査が実施された「上毛古墳綜覧」大胡

町５号境・同６号境、昭和47年４月に町教育委員会によって発掘調査された上ノ山古墳を始めとする古

墳群が所在し、縄文時代中期の遺跡地としても知られる字上ノ山の上ノ山遺跡。また、大胡町５号壇。

同６号漬と同様に群馬大学史学研究室によって、昭和32年４月に発掘調査された茂木古墓。さらには、

故相沢忠洋氏によって、発見・調査された三ツ屋遺跡等の遺跡地が所在する。

大胡町教育委員会では、これら当該地区内の埋蔵文化財の取り扱いについて、町土地改良課と協議を

開始し、低地耕作地への盛土として、切土される字上ノ山の洪積台地上に所在する上ノ山遺跡及び、字

小林・山神・大畑に新設される道路部分を対象として、記録保存を目的とする発掘調査を実施すること

で合意した。

発掘調査は、平成元年度に上ノ山遺跡を、平成２年度に小林・山神・大畑の各遺跡を、そして平成３

年度にそれらの遺跡の報告書を刊行することとした。

’ 

２．調査の経緯

発掘調査は、調査準備を経て、平成２年７月より現地にバックホー及び作業員を投入し表土除去から

着手した。

調査は表土を除去した後、遺構の確認を行い、確認された遺構から順次精査を実施した。縄文時代の

遺構については、古墳時代～平安時代の遺構精査の後、さらに確認面を下げて縄文時代の遺構検出を図

り、精査を実施した。

また、三ツ屋遺跡の調査地点近接地であるところからサブ・トレンチ及びテスト。ピットを設け先土

器時代の遺構。遺物の検出。確認を試みるとともに、基本土層の確認もあわせて実施した。

遺構の精査は写真撮影・図面記録等の記録を取り終了した。

以上の経緯で現地の調査は、平成２年11月27日をもって終了し、引き続いて、遺物洗浄・注記等の基

礎整理を平成３年３月31日まで行なった。

整理作業及び報告書の作成作業については、平成３年４月10日より実施し、本書の刊行及び出土遺物

の整理・保管、記録資料の整理をもって本事業のすべてを完了した。

Ｉ 
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、遺跡の位置と環境

１１遺跡の位置と環境

１．遺跡の位置

大胡町は群馬県中央やや南東よりにあり、赤城山の広大な南麓に位置する。県庁所在地前橋市とは西

部及び南部で接し、東は宮城村。粕川村に接する。

小林遺跡・山神遺跡・大畑遺跡は、大胡町の南部、大字茂木地内の字小林。山神．大畑にそれぞれ所

在し、上毛電鉄大胡駅南方約0.9～1.5kmの距離に当たる。

遺跡地は、赤城山から南流する荒砥川が形成した沖積低地を東方に望み、南北に連なる洪積台地上に

位置する。平成元年度調査の上ノ山遺跡とは、小支谷を挾んだ西対岸に位置し、主要地方道大胡一藤岡

線の東側に当たる。

遺跡の標'高は、北部に位置する小林遺跡で136.7ｍを測り、南部に向かい緩やかに傾斜する。

２．周辺の遺跡

今回の小林遺跡・山神遺跡。大畑遺跡の発掘調査では、先土器時代の遺物、縄文時代～中．近世に至

る遺構を検出した。ここでは、これらの遺跡の時代的な背景を明らかにするため、町内の周辺の遺跡に

ついて記述する。

先土器時代の遺跡として著名な故相沢忠洋氏によって発見・調査された三ツ屋遺跡は、今回調査の小

林遺跡と同一遺跡である。本遺跡以外では、水押遺跡・一本松遺跡。上大屋遺跡が先土器時代の遺跡と

して知られるほか、町内の数箇所で本時代の石器が発見されている。

縄文時代の遺跡数は多く、主要地方道前橋・大間々・桐生線建設の事前発掘調査においては前期諸磯

期の良好な資料を得ている〔天神風呂遺跡（７）、上大屋｡樋越地区遺跡群(12)〕。また上ノ山遺跡(14)、

大字堀越字甲諏訪所在の甲諏訪遺跡（１）では、中期加曽利Ｅ式期の良好な資料を得ている。

弥生時代に入ると遺跡数は減る。町内の遺跡としては、北部の金丸に所在する金丸遺跡が著名であり

完形土器の発見で特筆されるが、その出土状況及び遺構の存在については不明な点が多い。

古墳時代の遺跡は堀越古墳（６）・稲荷塚古墳（12）を始めとして上ノ山遺跡･横沢古墳群（３）等の

古墳・古墳群が所在する。`集落杜としては、天神風呂遺跡（７）が本時代から奈良・平安時代にかけて

の大規模な遺跡であり、今回調査の三遺跡とは、同一洪積台地上の遺跡である。また、前期の遺物（石

田111期）の出土している前橋東商業高等学校遺跡（15）は､`今回調査の三遺跡の荒砥川を挾んだ東の対

岸に当たる。

奈良。平安時代の集落杜としては天神風呂遺跡のほかに、足軽町遺跡（13）がある。また、平安時代

の弘仁元年(818年）の地震に伴い発生したと考えられる泥流によって埋没された水田杜が検出された中

宮関遺跡（10）がある。

中.近世の遺跡としては、まず大胡城跡（４）があげられる。県指定史跡の本丸・二の丸には、桝形

門。土塁･空堀等が残る。また、大胡城の支城としての横沢城祉（２）・丁田城（稲垣屋敷）（11)、大胡

城武家屋敷杜の殿町遺跡（５）等がある。上ノ山遺跡では近世に比定できる屋敷跡の検出があった。

２ 



２周辺の遺跡

第１図周辺の遺跡
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Ⅲ遺跡の概要
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１調査の方法

Ⅲ遺跡の概要

１．調査の方法

調査は、新設道路部分を対象とするところから、南北方向に長く、東西方向に短い調査区となった。

調査にあたっては、国家座標(Ｘ＝44800,Ｙ＝-60700）を基準とし５×５ｍのグリットを設定した。

グリツト名は南北方向に100ｍを単位として､北からＡ～Ｇの７区を設定し、さらにこの区画内を５ｍを

単位としてａ～ｔの20区に細分､東西方向については､東から５ｍを単位として１～40の40区を設定し、

北東コーナーの杭をもって呼称することとした。したがって、グリット名は（大グリッドの大文字アル

ファベット）（小グリッドの小文字アルファベット）

－(Ｙ軸上の数字)、Ａｇ－１６Ｇのように表現した。

また、調査の便宜上、小林遺跡・山神遺跡に関し

ては、生活道及び小字界で分割されるそれぞれの調

査区を北から小林Ｉ区・小林Ⅱ区・小林ⅡI区・小林

Ⅳ区・小林Ｖ区・山神Ｉ区。山神Ⅱ区と呼称した。

調査は、バックホーにより表土を除去した後、遺

構の調査を行なった。

1９ 1７ 1６ 1８ 
■ 〒〒~了■ 

ＡＩ《

」
卜

ＡＩ 

4 卜

Ａｍ 

２．遺跡の概要
１ 卜

ここでは、先に述べた便宜上の各調査区ごとの遺

跡の概要について説明する。
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小林Ｉ区（第３図）

本調査区は、主要地方道大胡一藤岡線から南に入

る農道部分と若干の農地部分である。農道部分に関

しては、大胡一藤岡線よりで既に掘削がＶ層まで及

んでおり農地部分に近い部分を精査範囲とした。ま

た、農地部分に関しても、耕作がIⅡ層まで及んでい

た。

本調査区で検出された遺構は、平安時代の住居杜

（小林１号住居杜）と、時期不明の溝吐（小林１号

溝）であった。

当初、三ツ屋遺跡の近接地として期待された先土

器時代の遺構及び遺物の検出に関しては、先に述べ

た保存状況の悪さから出土層位を確認できる遺物は
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第３図小林１．１１区全体図

■ 

黒曜石の削器１点の出土にとどまった。

また、調査区の西側にサブ・トレンチを設け遺物
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Ⅲ遺跡の概要

の出土層位についての確認及び基本土層の確認を行なった。
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２遺跡の概要

小林Ⅱ区（第３図）

本調査区は、今回の調査において調査面積の最も小さい調査区となった。

検出された遺構としては、時期不明の溝吐（小林２号溝）のみであった。また、先の小林Ｉ区の保存

状況が良くなかったところから本調査区においてテストピットをVⅢ層まで掘り下げ基本土層の確認を行

なうとともに、先土器時代の遺構・遺物の検出に努めた。

小林Ⅲ区（第４図）

本調査区は、今回の発掘調査において最大の調査面積を有する。検出した遺構も多く、縄文時代の住

居祉５軒、土坑16基。古墳時代～平安時・

代の住居社８軒。中世～近世の溝４条を

数える。

遺構分布の特徴として、縄文時代の遺

構に関しては、本調査区の中央から南部

にかけて集中する傾向にある。特に住居

杜の分布は中央部に集中する傾向を示し、

同時代の土坑は住居社群の南部に集中す

る傾向にある。

古墳時代～平安時代の遺構に関して

は、調査区の全体に渡り分布する。

また、遺構の確認にあたっては、縄文

時代の遺構の確認面を古墳時代～平安時

代の遺構の精査後さらに下げ、Ⅱ層にお

いて実施した。
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小林Ⅳ区（第５図）

本調査区では､縄文時代の住居社１軒。

土坑７基。集石１基。古墳時代の住居杜

１軒。掘立柱遺構１棟。中～近世の溝１

条を検出した｡本調査区は､表土が薄く、

遺構の保存状態は良好ではなかった。

また、東部の傾斜地では遺構の検出は

なかった。
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Ⅲ遺跡の概要
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小林Ｖ区（第６図）

本調査区と山神’区とは、小字界で便宜上分けて呼称したが、ひと続きの調査区である。

本調査区も、耕作等の影響により検出遺構の保存状態は良好とはいえない。

検出した遺構は、縄文時代の土坑が11基。古墳時代から平安時代の住居杜３軒。

古墳時代に比定できる道状遺構１条等であった。

中～近世の溝１条。

山神Ｉ区（第６図）

本調査区は、先に説明した小林Ｖ区と小字界で便宜上分けた調査区である。

検出した遺構は、縄文時代の住居社２軒。土坑６基。集石６基。古墳時代から平安時代の住居社６軒

であった .●． 

本調査区の住居杜はすべて、 調査区外に未調査部分を残し、判然としない点が多い。また、随所に攪

乱が存在する。
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２遺跡の概要
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第７図山神Ⅱ区全体図

山神Ⅱ区（第７図）

本調査区は､先の山神Ｉ区とは､約125ｍ離れており、小字の山神の南部大畑に近い調査区である。

検出された遺構は、古墳時代後期から平安時代の住居杜13軒。中世～近世に比定できる溝状遺構３条

であった｡また､縄文時代早期の条痕文土器･石器･礫から構成される遺物の集中箇所を２箇所確認した。

本調査区も耕作に伴う攪乱が随所にみられ、遺構の保存状況は良好とはいえなかった。
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Ⅲ遺跡の概要

大畑遺跡（第８図）

本調査区は、前橋市との境に近い調査区で今回の調査の最南部にあたる。

本調査区での遺構としての検出はないが、縄文時代前期諸磯期の土器及び石器。礫器で構成される遺

物集中箇所を６箇所確認した。この遺物集中箇所は、前橋市との界に近い調査区で確認された。

遺物の総数としては、１号遺物集中箇所が最大の出土量を示し、３号遺物集中箇所がこれに続く。

以上、各調査区ごとの概要について述べたが、次に遺跡ごとの概要・傾向等について、まとめてみた

い。

小林遺跡と山神遺跡は、小字により分けて呼称したが、遺構の分布に断絶はみられず、集落社として

はひとつの遺跡と考えられる。また、大胡バイパスから本調査区の北にあたる字諏訪東まで続く天神風

呂遺跡とも同一洪積台地上のひと続きの遺跡である可能’性もある。

この遺跡の時代構成は、先土器時代～近世にわたる複合遺跡で、先土器時代については、故相沢忠洋

氏によって調査された三ツ屋遺跡と同一遺跡である。

縄文時代については、前期諸磯期の土坑が１基単独で検出されているが中期加曽利Ｅ式初頭の集落杜

であると考えられ、その中心は小林ⅡI区の中央南よりにあると思われる。当該期の良好な資料が出土し

ている。

古墳時代後期の集落については、小林IⅡ区から山神11区まで不偏的に確認される。

奈良・平安時代の集落についても、遺構の分布に、偏在'性は認められず、やはり小林Ｉ区から山神Ⅱ

区まで不偏的に確認される。

中.近世の遺構に関しては、地割りに一致して、小林Ｉ区から山神Ⅱ区にかけて、溝状遺構が検出さ

れており、今後周辺の調査においても同様な状況が予想されることから、総合的にみて、その性格付け

等を考慮しなくてはならない。
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